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日本の食料自給率に関するポイント 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 日本の食料自給率は先進国の中で最低  

 カロリーベースの自給率は 38％、生産額ベースでも 66％ 

 自給できているのはコメだけ、他の食品は半分以上輸入に頼ってる 

 そのコメの需要は過去 60年間で半分 → 減反政策・補助金バラマキ 

 農耕地面積は過去 60 年間で 3／4 に減っている （過剰米、農民の高齢化） 

 小麦はたった 15％しか自給できていない。（パン、麺、菓子、パスタなど） 

 肉の消費が、戦後 10 倍に拡大 → 飼料となるトウモロコシは殆ど輸入 

 肉の国産化率はその飼料分を引いた自給となると、全て一ケタ台 

 野菜の国産化率は高いが、その種苗は外国産に頼っている 

 基本法では、自給率目標を 2030年度 45％としているがこれで十分か？ 

 民間の調査研究では、反対に現在の半減と予測しているが、今のままでよいのか。 

  

 



   

 

    

 

 


